
昭
和
５７
年
宮
城
朝
陽
会

新
年
会
報
告

〈日
時
〉
昭
和
５７
年
１
月
１４
日
囚
午
後
六
時
～
八
時

〈会
場
〉
仙
台
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
８
Ｆ
宴
会
場

（仙
台
駅
一Ｗ
口
業
通
り
）

〈出
席
立ｅ

（敬
称
略
）
　

小
松
茂
人

（旧
師
）

島
内
武
文
Ｑ
（
芳
賀
健

一
郎
０
、
小
島
浩
ｕ
、
松
本

利
暢
制
、
下
闊
頴
宜
ｍ
、
後
藤
享
ｍ
、
佐
藤
敦
久
ｍ
、

斉
藤
尚
生
（Ｓ
Ｉ
）、
岩
井
鉄
也
（Ｓ
４
）、
細
川
明
夫

（Ｓ
４
）、
千
秋
達
道

（Ｓ
６
）、
平
川
直
弘

（Ｓ
６
）、

武
田
幸
雄
（Ｓ
ｌＯ
）、
相
沢
正
巳
（Ｓ
２
）、
角
田
俊
男

（Ｓ
・２
）、
高
橋
裕
之

（Ｓ
２４
）、
三
田
裕
子
（Ｓ
２８
）、

清
水
寛

（Ｓ
２９
）、
榊
原
宗

（Ｓ
３０
）、
上
田
直
美

（Ｓ

∞
）、
大
西
敏

一
（Ｓ
３０
）、
西
川
雅
明

（Ｓ
３０
）、
池

田
裕

一

（Ｓ
３２
）、
岡
本
琢
郎

（Ｓ
３３
）、

金
盤
り
細
川
世
話
役
の
司
会
で
、
芳
賀
会
長
挨
拶
、

ご
高
〈Ｔ
τ
押
し
て
ご
出
席
頂
い
た
旧
師
小
松
先
生
の

六
中
時
代
を
懐
古
さ
れ
た
ご
挨
拶
の
後
、
小
島
副
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
代
会

長
島
内
武
文
氏
が
秋
田
よ
り
仙
台
に
帰
っ
て
こ
ら
れ

ご
出
席
、
宴
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
席
者
は
社
会
人
１８
名
、
学
生
７
名
の
計
２５
名
で
、

順
番
に
自
己
紹
介
、
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
飲

む
程
に
酔
う
程
に
、
新
宿
高
校
時
代
の
思
い
出
に
話

を
咲
か
せ
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
歓
談
、
八
時
過
ぎ
全

員
で

「六
中
健
児
の
歌
」
を
合
唱
、
来
年
ま
た
会
う

日
を
楽
し
み
に
散
会
し
、　
一
部
の
人
は
別
れ
を
惜
じ

み
二
次
会
へ
と
流
れ
ま
し
た
。

〈役
員
〉
つ
菫
泉
本長
）
島
内
武
文
氏
、
（会
長
）
芳

賀
健

一
郎
氏
、
（副
会
長
）
小
麟
浩
氏

（世
話
役
）
細
川
明
夫
氏
、
武
田
幸
雄
氏
、
樽
林

茂
夫
君

（学
生
）、
西
川
雅
明
君

（学
生
）

（事
務
局
）
本
田
正
樹
氏

以
上
を
選
任
、
来
年
も
１
月
中
旬
新
年
会
を
催
す

事
を
決
め
ま
し
た
。
―
細
川
記

〈お
願
い
〉
宮
城
県
に
在
住
の
方
、
転
任
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
方
へ
／
　
住
所
。勤
務
先
を
左
記
の
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
来
年
の
新
年
会
の
ご
案
内
を
通

知
し
ま
す
。

人
事
務
局
〉
〒

９８０
仙
台
市
上
杉

一
丁
目
９
～
２５

閣
セ
ン
ト
内
　
本
間
正
樹

（Ｓ
ｌ３
）
割

０
２
２
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ｌ
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